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「環境基本計画」に掲げた３つの基本目標の達成に向けて、２０１４（平成２６）年度に実施

した主な環境保全施策の内容について報告します。 

  

【２０１４（平成２６）年度の成果】 
・ 目黒区では、東山中学校に大気汚染測定室を設け、二酸化硫黄、一酸化炭素、浮遊粒子

状物質、二酸化窒素等の常時監視を行っています。測定項目中、光化学オキシダントが

環境基準を達成しませんでした。 

・ 主要幹線道路沿線の窒素酸化物調査では、測定期間中（２０日間）の二酸化窒素の測定結

果は環境基準値以下の値でした。微小粒子状物質（ＰＭ２.５）の測定結果は、環境基準を

超過した日はありませんでした。 

・ 水環境については、目黒川の３地点で年４回、水質を測定した結果、すべての項目で環

境基準値を満たしていました。 

・ 自動車交通騒音（面的調査）では、特に夜間の環境基準達成率が低い状況でした。 

＜指標の評価＞ 

：目標値を達成   ：目標値に近づいている   ：目標値に近づいていない  －：現状値を把握していない 

指標項目〔 環境指標 〕 
基準
年度 

基準年度末 
時点実績値 

２０１４ 
（平成２６） 
年度末実績値 

２０２１ 
（平成３３） 
年度数値目標 

評価 

大気環境      

大気汚染常時監視 
（二酸化硫黄／一酸化炭素／浮
遊粒子状物質／二酸化窒素／光
化学オキシダント） 

２２ 
４項目達成 

（光化学オキシダント非達成） 
４項目達成 

（光化学オキシダント非達成） 
環境基準 
の達成  

沿道の窒素酸化物濃度 ２２ 全地点達成 全地点達成 全地点達成※１  

水環境（目黒川での水質測定）      

 

生活環境項目 
（水素イオン濃度／溶存酸素／
生物化学的酸素要求量／浮遊物
質量） 

２２ 
1 地点で 1 回 
ＢＯＤが環境 
基準値を超過 

全月達成 全月達成※２  

衛生環境項目 
（カドミウム／全シアン／鉛／
六価クロム） 

２２ 全月達成 全月達成 全月達成※２  

騒音（沿道の交通騒音測定－面的評価調査－） 

 

対象道路※3 
（玉川／目黒／
山手／駒沢／環
七／鮫洲大山／
自由／淡島） 

昼間 ― ― 
６地点中４地点

で達成 

全６地点で 
環境基準 
の達成 

※４

 

夜間 ― ― 
６地点中３地点

で達成 

全６地点で 
環境基準 
の達成 

※４

 
※１ 測定期間中（２０日間）の平均値が、全地点（１２地点）で環境基準値を満たしていること。 
※２ 全地点（３地点）、全月（年４回）で環境基準値を満たしていること。 
※３ 国土交通省平成２２年度道路交通センサス（２２区間）が対象。単年度の測定は、全２２区間から偏りのないよう計画的に６区間（地点）を選

定して実施している。 
※４ 前年度との比較で評価した。（２０１３（平成２５）年度は、昼間は６地点中５地点で達成、夜間は６地点中２地点で達成） 

 
  

環境基本計画の進行管理を行うため、基本方針ごとに指標を設けています。数値目標を設定している環

境指標は３段階（  ・  ・  ）、目指す方向を設定している取組指標は２段階（  ・  ）で評価

しています。また、基本方針によっては、環境指標、取組指標のいずれかしかない場合があります。 

第２章 環境保全施策の推進 

基本目標１ 良好な生活環境を守りはぐくむ 

１－１ きれいな空気と水辺のあるまちで暮らす （本編Ｐ.１０～２０） 

指標について 
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目黒区では、東山中学校屋上に大気汚染測定室を設け、毎年、

環境測定を実施しています。観測の結果、二酸化硫黄・一酸化炭素

（ＣＯ）・二酸化窒素・浮遊粒子状物質は基準を達成しましたが、

光化学オキシダントは、基準を達成しませんでした。 

 

河川の水質改善や臭気抑制を目的として、目黒川では、河川・水面

の清掃、河床整正・浚渫 1F

2
、クリーンアップ大作戦の実施などに取り

組みました。また、呑川でも河川・水面の清掃に取り組みました。 

 

区では、アスベストを使用している建築物の実態把握と、建築

物等を解体、改造、補修する際のアスベストの飛散防止対策徹底

のため、解体・改修工事に際して作業方法の指導などを行っている

ほか、アスベストの含有等調査費用の助成や、中小企業に対する

アスベスト含有建築材除去の融資あっせんを行っています。 

２０１４（平成２６）年度の調査費助成は、１件でした。 
 

 

生活公害（騒音・振動・悪臭など）に係る相談・調整につい

て、近年の公害相談は、騒音・振動、悪臭など典型７公害の

ほかに、アスベスト被害に対する不安や一般生活苦情（空き

地の雑草、落ち葉）など、多岐にわたっており、解決までに時

間を要する困難な案件も増加しています。 

２０１４（平成２６）年度は、２０７件の相談を受付けまし

た。相談内容を現象別に数えると内訳は、騒音１０６件、悪

臭２７件、振動３９件、その他３５件でした。 

 

 

 

 
【２０１４（平成２６）年度の成果】 

・ 区内のみどりに関して、公園・ひろば等の面積は、２０１０（平成２２）年度と比較して、

１.０４ha 増加し、活動を行う登録団体数も１８団体増加しました。また、みどりのまち

なみ助成により、屋上や壁面などに新たに緑化された面積も増加しました。 

・ 生き物に関しては、いきもの発見隊への参加人数は減少したものの、いきもの気象台情

報提供数は増加し、野鳥の年間確認種数は維持しています。 

 

 

                                                   
2 河床整正・浚渫（かしょうせいせい・しゅんせつ）：河床をならし、堆積した土砂を取り除くこと。 

１－１－１ 大気環境の保全  

１－１－２ 水環境の保全  

１－１－３ 有害物質による汚染の防止  

１－１－４ 身近な生活環境の保全  

61 84 87
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１時間値が0.06ppmを超えた日数

＜光化学オキシダント濃度が    

環境基準値を超えた日数の推移＞ 

１－２ みどりあふれるまちで暮らす       （本編Ｐ.２１～２６） 
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＜指標の評価＞ 

：目標値を達成   ：目標値に近づいている   ：目標値に近づいていない  －：現状値を把握していない 

指標項目  環境指標 

取組指標 
 
基準
年度 

基準年度末 
時点実績値 

２０１４ 
（平成２６） 
年度末実績値 

２０２１ 
（平成３３） 
年度数値目標 
（目指す方向） 

評価 

みどりの量      

 
緑被率※１ １５ １７.１％ １７.３％ 

２０％ 
２０１５ 

（平成２７）年度 
 

公園・ひろば等の面積 ２２ ４９.０１ha ５０.０５ha ５２ha 
 

みどりの質      

 
公園等で活動を行う登録
団体数※２ 

２２ ９１団体 １０９団体 １００団体  

 指標在来生物種の分布率 ２２ ３７％ ４２％ ５０％ 
 

みどりのまちなみ助成緑化面積・延長（累計値） 

 

接道 ２２ ９,５８１.１２ｍ １０,２２６.４３ｍ 

増加 
 

屋上 ２２ ３,７２６.５５m2 ４,７４１.５６m2 

壁面 ２２ ４１４.６７m2 ４７６.８５m2 

いきもの気象台情報提供数 ２２ １,６９５件 ２,６２４件 増加  
いきもの発見隊実施回数 
／参加人数 

２２ ２回／１３４人 ２回／４７人 継続  

野鳥の年間確認種数※3 ２２ ５２種 ５０種 維持  
※１ 緑被率：一定地域の中で上空から見て芝や樹冠など緑で地上が覆われた面積が占める割合。水面や広場を含まない純粋な植物の緑が対象。 
※２ 公園活動登録団体とグリーンクラブ 
※３ １～１２月での集計 
 

 

区のみどりの約６割は、住宅地にあります。このため、住宅地のみどりの保全を図ることが大切です。

区では、一定以上の大きさの樹木、生け垣、樹林を保存樹木等として指定し、維持管理費用の一部を助成

しています。なお、２０１２（平成２４）年度より新規指定を休止しているため、総数は２０１３（平成

２５）年度の６２０件から６１１件に減少しました。 

 

種別 指定対象 指定数 

保存樹木 幹周りが８０cm 以上又は高さが１５ｍ以上ある樹木 ５２２本  

保存生け垣 高さが０.９ｍ以上で長さが２０ｍ以上ある生け垣 ６３件  

保存樹林 ３００m2以上の樹林地 ２６件  

 

 

区全体の面積の約７割は、民有地です。区では、民有地にみどりを増やすため、「みどりのまちなみ助

成」を実施しています。助成により、２０１４（平成２６）年度は、接道（道路沿い）１５２.８４ｍ、屋

上・ベランダ２８３.９３㎡が新たに緑化されました。壁面緑化の助成はありませんでした。 

 

身近にいる生き物を保全したり、あまり見られなくなってしまった生き物を再び身近で見られるように

するには、身近な場所に、生き物がすめるような環境（ビオトープ）を新たに作り出し、その環境を育て

ていく活動が大切です。区立小学校・幼稚園・公園の２４か所でこうしたビオトープ活動を進め、身近な

生き物の暮らす環境の創出・育成を図っています。 

１－２－１ 街なかのみどりの保全  

１－２－２ 身近な場所にみどりを育てる  

１－２－３ 都市の生物多様性の確保  

＜保存樹木等の指定状況＞ 

＜道路沿い緑化の例＞  
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【 ２０１４（平成２６）年度の成果 】 
・ スイーパーズ 2F

3の活動団体数は、３３団体となり、２０１０（平成２２）年度と比較

し１団体増加しました。 

・ 違反屋外広告物除却数は、１０４,２９６枚となり、２０１０（平成２２）年度と比較し、 

４０,５９４枚増加しました。 
 
＜指標の評価＞ 

：目標値を達成   ：目標値に近づいている   ：目標値に近づいていない  －：現状値を把握していない 

指標項目〔取組指標〕 
基準
年度 

基準年度末 
時点実績値 

２０１４ 
（平成２６） 
年度末実績値 

２０２１ 
（平成３３） 
年度数値目標 
（目指す方向） 

評価 

スイーパーズの活動団体数 ２２ ３２団体 ３３団体 増加  

違反屋外広告物除却数 ２２ ６３,７０２枚 １０４,２９６枚 減少  

区内文化財めぐり開催回数 
／参加者数 

２２ ７回／２４６人 ６回／１４７人 継続  

 

 

２０１４（平成２６）年度の中目黒スイーパーズの活動実績

として、１,１４０回、延べ１２,７８２人が清掃活動に参加し

ました。 

区では、環境美化推進団体にトングやガム取り棒などの用

具の貸出しや啓発品の提供、さらに落書きの消去剤の貸出し

を３件行いました。現在３３団体が活動しています。 

また、犬のふん放置防止などのマナー向上のため、啓発プレー

トの配布と犬同伴の実技講習を開催したほか、苦情などについて

相談対応を行いました。 

 

 

 

区内に残る文化財を守り後世に伝えていくため、調査や保護を行い、文化財マップ等の作成と普及活動

を行っています。 

さらに、すずめのお宿緑地公園内にある、区指定文化財の旧栗山家主屋を移築復元した「古民家」では、

節句飾り、七夕まつりなどの年中行事を行い、伝統文化を学び継承する機会を提供しました。また、「東

京９区 文化財・古民家めぐり」の合同開催や、東京 9 区の古民家をめぐるスタンプラリーシートの配布

など、他区と連携した取組みも推進しました。 
 

 

項目 内容 件数 

遺跡調査 

建設工事に伴う埋蔵文化財の試掘調査 １１件 

立会調査 ５５件 

整理調査 ４件 

発掘調査 １件 

標識整備 文化財説明板 １件 

                                                   
3 スイーパーズ：ボランティアによる清掃活動団体のことで、現在、中目黒スイーパーズは中目黒駅周辺、権之助・大鳥スイーパーズ

は目黒駅周辺で活動しています。 

１－３－１ きれいで住み心地よいまちづくり  

１－３－２ 街並み景観の向上・歴史的文化的資源の活用  

１－３ 安らぎのあるまちをつくる       （本編Ｐ.２７～２９） 

＜２０１４（平成２６）年度の取組み内容＞ 

＜「we love meguro」清掃美化活動＞ 

＜節句の鯉のぼり＞  
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【 ２０１４（平成２６）年度の成果 】 

・ ごみ量は、５４,０２０ｔであり、２０１０（平成２２）年度と比較して４６０ｔ減少しました。 

・ リサイクル率は、高い水準（２３区の中でトップ水準）を維持しているものの０.４％減少

しました。資源回収量も５３９ｔ減少しました。 

・ マイバッグ持参率は、７.４％増加しました。 
 

＜指標の評価＞ 

：目標値を達成   ：目標値に近づいている   ：目標値に近づいていない  －：現状値を把握していない 

 指標項目  
環境指標 

取組指標 
 

基準
年度 

基準年度末 
時点実績値 

２０１４ 
（平成２６） 
年度末実績値 

２０２１ 
（平成３３） 
年度数値目標 
（目指す方向） 

評価 

ごみ量 ２２ ５４,４８０ｔ ５４,０２０ｔ ４２,１６３ｔ 
 

リサイクル率 ２２ ２７.９％ ２７.５％ 
２０１６ 

（平成２８）年 
までに４０％ 

 

資源回収量 ２２ ２１,０２９ｔ ２０,４９０ｔ 増加  

区民１人・１日当りのごみ量 ２２ ５７０ｇ ５４９ｇ 減少  

区民１人・１日当たりの資源量 ２２ ２２０ｇ ２０８ｇ 増加 
 

マイバッグ持参率 ２２ ６９.３％ ７６.７％ 増加  
 

 

ごみを作り出さないために、スマート・ショッピングを区内に広める「めぐろ

買い物ルール」を２００６（平成１８）年度に定めました。「肩の力を抜いて、で

きるところからまずはスタート」をモットーにこの取組みを推進し、ごみを出さ

ない、ものを大切にするライフスタイルへの転換を呼びかけています。 

 
 

リユース・リサイクルを定着させ、「もったいない」意識の向上と環境

への理解を深めてもらうことを目的に、フリーマーケットを開催してい

ます。各家庭に眠っている不用品が有効利用される場の提供にもなって

います。 

２０１４（平成２６）年度は、フリーマーケット、リサイクル着物セ

ールを行いました。 

 

 

子どもを対象に、資源やごみの適正排出やごみの減量について、ス

ケルトン清掃車やパネルなどを活用しながら講座を行う、環境学習を

実施しています。 

２０１４（平成２６）年度は、区内の保育園や小学校等３１か所に出

張し、パネルや紙芝居等を活用した環境学習を実施しました。 
 

２－１－１ ごみの発生抑制  

基本目標２ ライフスタイルの転換で環境を守りはぐくむ 

２－１ ものを大切にする地域社会をめざす   （本編Ｐ.３０～３６） 

２－１－２ 円滑な資源循環  

２－１－３ ごみの適正処理の推進  

＜環境学習の様子＞ 

＜フリーマーケット＞ 
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【 ２０１４（平成２６）年度の成果 】 

・ 温室効果ガス排出量は、１,１８７千 t-CO2eq であり、２００４（平成１６）年度と比較

し２８千 t-CO2eq 増加しました。 

・ 区民の再生可能エネルギーへの関心は高く、太陽光発電システムの助成件数（累計）は、

着実に増加しています。 

・ 区内街路灯のＬＥＤ設置数（累計）も、毎年度順調に増加しています。 
 

＜指標の評価＞ 

：目標値を達成   ：目標値に近づいている   ：目標値に近づいていない  －：現状値を把握していない 

指標項目 
 環境指標 

取組指標 
 

基準
年度 

基準年度末 
時点実績値 

２０１４ 
（平成２６） 
年度末実績値 

２０２１ 
（平成３３） 
年度数値目標 
（目指す方向） 

評価 

温室効果ガス排出量 

（二酸化炭素）※１ 
１６ 

１,１５９ 

千 t-CO2eq※２ 

１,１８７ 

千 t-CO2eq 

（２０１２（平成２

４）年度実績値） 

１,１０１ 

千 t-CO2eq※３ 

（２０１２（平成２

４）年度目標値） 

 

太陽光発電システムの助成
件数（累計値）※４ 

２２ ９５件 ４８４件 増加  

区内街路灯のＬＥＤ 
設置数（累計値） 

２２ ６３２基 ３,５３７基 増加  

庁用車の低公害車導入台数 ２２ １台 ５台 増加  

保水性舗装・遮熱性舗装の整備面積 

 
保水性舗装 ２２ ２７６ｍ２ ９０６ｍ２ 増加  

遮熱性舗装 ２２ １,１７６ｍ２ １,２６０ｍ２ 増加  
 
※１ 「目黒区地球温暖化対策地域推進計画」では、京都議定書及び地球温暖化対策推進法の対象である 6 種類のガスのうち９５％を占める

「二酸化炭素」を対象としています。 
※２ CO2eq とは“CO2equivalent”の略であり、エネルギー使用量を二酸化炭素の排出係数を用いてＣＯ2相当量に換算した値。 
※３ 「目黒区地球温暖化対策地域推進計画」の計画期間が２０１２（平成２４）年度までであり、２０１３（平成２５）年度に国のエネルギー

政策や地球温暖化対策の動向を見据えながら、同計画を改定し目標値の見直しを行いました。また、２０１２（平成２４）年度の数値
が現在最新です。（出典 オール東京６２市区町村共同事業「みどり東京・温暖化防止プロジェクト」特別区の温室効果ガス排出量
（１９９０（平成２）～２０１２（平成２４）年度）２０１５（平成２７）年３月発行） 

※４ 住宅用新エネルギー及び省エネルギー機器設置費の助成額を、太陽光発電システムの助成上限額で換算した件数です。  

 

２０１４（平成２６）年度は、東京都地球温暖化防止活動推進センターエコアドバイザーを講師に招き、

少ないエネルギーで快適に過ごす暮らしの工夫をクイズを交えて楽しんで学ぶ「ワンランク上の省エネセ

ミナー」を開催しました。 

 

自動車を購入、利用する際は、低公害車や燃費の良い自動車を積極

的に選択するよう、中小企業者を対象とした低公害車買い換え資金の

融資あっせんを行っています。 

２０１４（平成２６）年度は、申請がありませんでした。 

 

２０１４（平成２６）年度は、田道ふれあい館で「打ち水で夏を涼しく」としてイベントを実施しました。

２－２－１ 低炭素ライフスタイルの普及  

２－２－２ 事業活動の低炭素化  

２－２－３ ヒートアイランド現象の緩和  

２－２ 地球にやさしい地域社会をつくる     （本編Ｐ.３７～４１） 

＜打ち水＞ 
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＜リフォームファッションコンテスト＞ 

 

 
【２０１４（平成２６）年度の成果】 

・ 環境推進員養成講座を開催し、２０１４（平成２６）年度の受講生３０人のうち２２人が修

了生となり、着実に数値目標に向けて増加しています。 

・ 普及版めぐろグリーンアクションプログラムの参加件数は５００件、修了件数は１件でした。

一方、めぐろグリーンアクションプログラム（事業所版）の認定件数は３件で、中間報告は

１３件でした。 

＜指標の評価＞ 

：目標値を達成   ：目標値に近づいている   ：目標値に近づいていない  －：現状値を把握していない 

指標項目 
 環境指標 

取組指標 
 

基準
年度 

基準年度末 
時点実績値 

２０１４ 
（平成２６） 
年度末実績値 

２０２１ 
（平成３３） 
年度数値目標 
（目指す方向） 

評価 

環境推進員養成講座修了者数 
（累計値） 

２２ ６３人 １４６人 ２６３人 
 

環境保全活動参加経験率※１ ２４ ５.８％ ６.８％ 
２０１２ 

（平成２４）年度 
実積＋１０％ 

― 

環境に関する情報提供の満足度※2 ２４ １１.０％ １４.２％ 
２０１２ 

（平成２４）年度 
実積＋１０％ 

― 

普及版めぐろグリーンアクション
プログラムの参加件数／修了件数 

２３ １４４件／３件 ５００件／１件 増加 
 

区ホームページ※3（もっと知りた
い環境のこと）アクセス数 

２３ ６９７ ２３９ 増加  

めぐろグリーンアクションプログ
ラム（事業所版）の新規認定件数 

２２ １件 ３件 増加  

※１ 環境に関するアンケートの問「区で行っている環境保全に関する取組みへの参加経験」に対し、どれかに参加したことがあると答えた人の割合。 

※２ 環境に関するアンケートの問「環境に関する情報提供の満足度」に対し、満足及びやや満足と答えた人の割合。 

※３ http://www.city.meguro.tokyo.jp/keyword/learn/kankyogakushu/index.html   

トップページ＞キーワードから知るめぐろのこと＞学ぶ＞もっと知りたい環境のこと 

 

環境に配慮した生活を提案するため、身近な体験を通して楽しく学べる、

さまざまなテーマの講座・講習会を目黒区エコプラザにて開催しました。

２０１４（平成２６）年度に開催した講座・講習会は延べ５６講座、

１ ,６６２人の参加がありました。 

  

６月の環境月間に、総合庁舎西口ロビーで「～温暖化

対策・緑のカーテン～」パネル展とエコドライブ疑似体

験を実施しました。目黒区エコプラザ展示コーナーを活

用した啓発パネルやソーラーパネル等の展示、人力発電

機の体験コーナーを設置しました。さまざまな機会、媒

体を活用して環境情報の発信力を高めていきます。 

 

環境推進員養成講座を開催し、環境保全活動のリーダーを育成しました。３０人の受講生の中、２２人

が修了生となりました。また、環境推進員のステップアップ講座を計２回、交流会を１回開催しました。

利用項目 
登録人数 
／利用回数 

新規利用登録数 １４９人 

活動室利用件数 ２４８件 

図書貸出件数 １１６件 

不用品情報登録件数 ２６６件 

不用品のあっせん成立 ６８件 

３－１－１ 環境教育・学習の推進  

３－１－２ 環境情報の提供  

３－１－３ 人材や活動団体の育成  

３－１ 人を育てて行動を促す         （本編Ｐ.４２～５１） 

基本目標３ 環境を守りはぐくむ人づくり 

＜目黒区エコプラザ情報室の利用状況＞ 
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重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
実
施 

 

めぐろグリーンアクションプログラム（事業所版）を推進し、認定会を３回行いました。２０１４   

（平成２６）年度は新規の認定が３件、中間報告が１３件ありました。 

＜認定事業者の概要＞ 

認定事業者名 主な取組み内容 

日進レンタカー株式会社 ・店頭店先に四季の花々を植える、店内のＬＥＤ化など 

株式会社中目黒ジーティー ・周辺の清掃活動、照明の３割程度を消灯、屋上緑化など 

自由が丘商店街振興組合 ・みどりを育てる、『丘ばちプロジェクト』の実施など 

  
【 ２０１４（平成２６）年度の成果 】 

・ 目黒区エコプラザ登録団体数は、７団体で、２０１０（平成２２）年度より減少しました。 

・ 地球温暖化対策地域協議会は２回、環境審議会は３回と継続的に開催しています。 
 

＜指標の評価＞ 

：目標値を達成   ：目標値に近づいている   ：目標値に近づいていない  －：現状値を把握していない 

指標項目  
環境指標 

取組指標 
 

基準
年度 

基準年度末 
時点実績値 

２０１４ 
（平成２６） 
年度末実績値 

２０２１ 
（平成３３） 
年度数値目標 
（目指す方向） 

評価 

目黒区エコプラザ登録団体数 ２２ 8 団体 ７団体 
３８団体 

（３団体／年）  

地球温暖化対策地域協議会開催回数 ２２ ２回 ２回 継続的な開催  

環境審議会開催回数 ２２ ４回 ３回 継続的な開催  
 

 

２０１４（平成２６）年１２月にエコライフめぐろ推進協会と共催で

「エコまつり めぐろ２０１４」を開催しました。参加団体数は４５団

体、来場者数は約３,０００人でした。 

また、地域で、顕著な環境保全活動を継続して行っている区民、事業

者及び団体等を顕彰する「エコ・チャレンジ顕彰」について、２０１４

（平成２６）年度は、３団体を顕彰しました。 

 

協働による環境保全活動の推進に向けて、環境審議会を３回開催し、目黒清掃工場建替事業に伴う環境影

響評価調査計画書の区長意見（案）に対する意見聴取等について報告を行いました。また、地球温暖化対策

地域協議会を２回開催し、目黒区地球温暖化対策地域推進計画の進捗状況を確認し、目標に向けた効果的な

取組みについて検討しました。 

 

「めぐろエコの森」は、地球温暖化対策におけるカーボン・オフセット 3F

4
を

展望した事業の一つとして、２０１０（平成２２）年度友好都市である宮城県

角田市の四方山の一角に創設しました。２０１４（平成２６）年度は、めぐろ

エコの森に植樹した樹木を生育させるために、生育の支障となる下草等の刈り

払いを２回行いました。また、支柱の腐食が進んだため、支柱を交換しまし

た。さらに、獣類による被害を防止するための忌避剤散布を行いました。 

                                                   
4 カーボン・オフセット：自らの温室効果ガス排出量を認識し、削減努力を行い、どうしても削減できない排出量をほかの場所での排

出削減・吸収量等を購入すること又は活動等を実施することにより、その排出量の全部または一部を埋め合わせること。 

３－１－４ 事業者の取組みの促進  

３－２－１ 地域の環境保全活動の活性化・ネットワーク化  

３－２－２ 区民・事業者・区のパートナーシップの構築  

３－２－３ 地域を越えた広域的な連携  

３－２ 人のつながりを育てる          （本編Ｐ.５２～５５） 

＜めぐろエコの森＞ 

＜エコまつり めぐろ２０１４＞ 


